
足
立
区
議
会
第
３
回
定
例
会

の
３
日
目
、
９
月
19
日
に
日
本

共
産
党
は
議
員
提
出
10
号
議
案
・

足
立
区
放
射
能
汚
染
対
策
推
進

協
議
会
条
例
案
と
、
議
員
提
出
11
号
議
案
・

食
品
衛
生
検
査
施
設
に
「
放
射
性
物
質
検

査
機
器
」
を
加
え
る
こ
と
を
求
め
る
条
例

改
正
の
２
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
を
代
表
し
て
、

10
号
議
案
・
提
案
理
由
を
説
明
し
た
針
谷

み
き
お
議
員
の
提
案
は
以
下
の
通
り
で
す
。

足
立
区
議
会
に
は
「
放
射
能
汚
染
か
ら

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
」
を

は
じ
め
９
つ
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
提
出
署
名
数
は
１
５
７
０
０
名
を
超

え
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
足
立
区
に

対
し
て
、
放
射
線
測
定
器
の
区
民
へ
の
貸

し
出
し
、
区
内
の
小
・
中
学
校
及
び
保
育

所
・
幼
稚
園
で
の
放
射
線
の
測
定
と
測
定

結
果
の
公
表
、
土
壌
検
査
、
食
材
の
内
部

被
ば
く
防
護
策
を
な
ど
放
射
能
汚
染
対
策

を
求
め
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
後
の
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
い
ら
い
、
区
で
は
空
間
放
射
線

量
の
測
定
に
取
り
組
み
区
内
の
学
校

な
ど
公
共
施
設
等
３
５
０
施
設
、
公

園
等
４
９
８
施
設
を
測
定
し
、
指
標

値
以
上
の
数
値
を
測
定
し
た
１
７
３

施
設
に
お
い
て
、
低
減
対
策
を
と
り

ま
し
た
が
、
民
地
の
測
定
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
放
射
線
測
定
器
の
区
民
へ

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
土
壌
検
査
も
未
実
施
の
ま
ま

で
す
。

学
校
給
食
等
の
放
射
能
測
定
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
２
年
１
月
に
学
校
、

保
育
園
な
ど
１
５
施
設
で
食
材
の
検

査
を
実
施
し
、
放
射
性
物

質
は
不
検
出
と
な
っ
た
た

め
、
安
全
性
は
確
認
し
た

と
し
て
、
以
後
、
測
定
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
足
立
区
の
検
査
は
、
暫
定
基
準

値
（
1
㎏
当
た
り
500
㏃
）
の
適
用
期
間
内

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
４
月
か
ら
の

新
基
準
値
（
1
㎏
当
た
り
100
㏃
）
に
な
っ

て
か
ら
は
、
１
回
も
検
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

東
京
都
内
で
は
品
川
区
（
保
育
園
）
の

牛
乳
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
ほ

か
、
千
葉
市
の
給
食
の
食
材
（
千
葉
県
産

の
ニ
ン
ジ
ン
・
豚
肉
・
サ
ツ
マ
イ
モ
、
群

馬
県
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
長
野
県
産
の
シ
メ

ジ
・
エ
ノ
キ
ダ
ケ
な
ど
放
射
性
物
質
検
出

の
報
告
が
続
い
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
以
後
、
２
５

年
経
過
し
、
子
ど
も
の
甲
状
腺
が
ん
を
は

じ
め
、
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
健
康
を
害
す

る
確
率
が
高
ま
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
科
学
的
に
有
意
な
デ
ー

タ
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
福
島
原
発
で
は
放
射
性

物
質
が
漏
れ
て
、
地
下
水
を
汚

染
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

汚
染
水
が
海
へ
流
出
し
続
け
、

い
っ
そ
う
放
射
能
汚
染
が
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相

が
胸
を
張
っ
た
「
状
況
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
「
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
」

ど
こ
ろ
か
放
射
能
汚
染
の
拡
大

を
制
御
で
き
な
い
非
常
事
態
に
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議会報告と地域のみなさんとＤＶＤなど見なが

ら楽しく懇談します。気軽においでください。

大島よしえ都議 伊藤和彦区議
●１０月１３日（日）午後２時～４時

西保木間小学校・１階 多目的室

●１０月１９日（土）午後１時～３時

渕江小学校・１階 会議室

●１０月２０日（日）午後１時～３時

竹の塚小学校・１階 会議室

●１０月２６日（土）午後１時～３時

花畑中学校・１階 会議室

１０月４日（金）午後２時から４時
場所・楓センター（保木間3-17-13）

医療･介護の専門家も一緒に相談を受

け付けます。

問い合わせは

070-6642-2851 伊藤区議まで

日本共産党が行った放射能測定調査

区民とともに大島都議 2011.7.15



陥
っ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
子
ど
も
と
区
民
を
守
る
た
め
に

放
射
能
汚
染
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
松
本
市
で
は

「
子
ど
も
へ
の
配
慮
を

最
優
先
に
考
え
、
国
の

示
す
基
準
値
以
下
で
あ
っ

て
も
、
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
た
場
合
は
、

児
童
や
保
護
者
の
不
安

に
配
慮
し
て
、
基
本
的

に
食
材
を
変
更
」
し
て

い
ま
す
。

２
３
区
で
は
平
成
２
４

年
度
以
降
、
１
５
区
が

学
校
給
食
の
食
材
検
査

を
継
続
し
て
実
施
し
て

お
り
、
足
立
区
の
取
り

組
み
は
大
き
く
遅
れ
て

い
る
状
態
で
す
。
こ
う

し
た
立
場
に
立
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

足
立
区
内
に
は
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

地
域
が
多
数
存
在
し
、

東
京
都
内
で
も
最
も
汚

染
さ
れ
て
い
る
地
域
の

１
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

足
立
区
の
放
射
能
対
策

予
算
は
２
４
年
度
以
降

ゼ
ロ
で
あ
り
、
専
管
組

織
も
専
任
の
職
員
も
ひ

と
り
も
い
な
い
の
で
す
。
区
民
の
不
安
を

解
消
す
る
対
策
を
求
め
る
陳
情
が
あ
い
つ

ぐ
の
は
当
然
で
す
。

今
年
６
月
、
あ
ら
た
に
提
出
さ
れ
た
陳

情
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。

「
足
立
区
は
こ
れ
ま
で
、
一
流
シ
ェ
フ
を

学
校
に
招
く
と
い
っ
た
庶
民
感
覚
と
は
か

け
離
れ
た
多
額
の
公
費
を
支
出
し
て
「
全

国
一
お
い
し
い
給
食
」
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
一
流
シ
ェ
フ
を
雇
う
多

額
の
予
算
が
あ
れ
ば
、
児
童
の
安
全
・
安

心
や
健
康
被
害
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
給
食

の
放
射
性
物
質
検
査
に
予
算
を
投
じ
る
こ

と
も
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
、

一
時
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
走
る
こ
と

な
く
、
地
道
に
児
童
の
健
康
問
題
や
保
護

者
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
「
全
国

一
“
ま
ず
い
”
給
食
」
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
」
と
揶
揄
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
条
例
は
足
立
区
の
放
射
能

汚
染
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す

る
た
め
、
区
長
の
諮
問
に
基
づ

い
て
第
一
に
放
射
能
汚
染
状
況

把
握
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
２
に
放
射
能
汚
染
対
策
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
。
第
３
に
子

ど
も
の
健
康
被
害
防
止
対
策
の

推
進
に
関
す
る
ほ
か
、
必
要
な

事
項
を
協
議
し
、
答
申
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
放
射
能
汚
染
対
策
の

推
進
に
関
す
る
総
合
的
施
策
の

適
切
な
実
施
を
期
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
区
長
に
建
議
す

る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
組
織
は
学
識
経
験
者
、
公
募

委
員
、
区
議
会
議
員
な
ど
も
含
め
て
２
０

名
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
委
員
の
任
期
は
２
年
と
し
て
、
再

任
は
妨
げ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
議
会
に
専
門
部
会
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
る
規
定
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
必
要
な
事
項
は
区
長
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
こ
と
を
担
保
し
て
お
り

ま
す
。

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
わ
が

国
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
原
発
事
故
か

ら
区
民
を
守
る
た
め
に
全
国
に
先
駆
け
て

設
置
す
る
区
民
参
加
の
協
議
会
条
例
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
て
提
案
理
由
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
・
さ
と
う
純
子
議

員
が
行
っ
た
条
例
提
案
の
要
旨
は
以
下
の

通
り
で
す
。

本
改
正
案
は
、
衛
生
試
験
所
に
放
射
性

物
質
測
定
器
を
設
置
し
て
食
品
の
放
射
能

を
測
定
し
、
区
民
の
安
全･

安
心
を
守
る

た
め
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
か
ら

２
年
半
に
な
り
ま
す
が
、
汚
染
地
域
（
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
）
の
拡
散
、
地
下
水
汚
染
、

貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
高
濃
度
汚
染
水
漏
れ
な

ど
相
次
ぐ
汚
染
水
流
出
発
覚
な
ど
危
機
の

面
が
大
き
く
変
化
し
て
、
食
料
の
放
射
能

汚
染
に
対
す
る
不
安
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

放
射
能
汚
染
に
関
す
る
不
安
は
原
発
事

故
当
初
か
ら
区
民
に
広
が
り
足
立
区
議
会

に
は
放
射
能
に
関
す
る
陳
情
が
９
団
体
、

個
人
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
は

「
農
産
物
や
水
産
物
の
出
荷
段
階
で
検
査

体
制
が
確
立
し
て
い
る
」
「
区
独
自
に
検

査
を
行
う
予
定
は
な
い
」
と
全
く
区
民
要

望
に
応
え
る
姿
勢
が
な
い
こ
と
。
区
の
か

た
く
な
態
度
を
変
え
て
区
民
の
職
の
安
全

を
守
る
よ
う
に
提
案
し
た
も
の
で
す
。
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不屈にたたかった人々
都議選、参議院選では沢山のドラマが生まれました。参院選

は私の宣伝カーが使えないので、猛暑の中「メガホン宣伝隊」

を組んで商店街、団地、スーパー店前などで『きらきら輝く吉

良よし子』とコール

しました。熱中症に

ならないように注意

をしながら、センター

に戻ってくると「お

もしろかった、反応

よかった」との感想。

みんなで思いを一つ

にして頑張りました。

いま安倍内閣の政

治に対して、消費税

増税、原発再稼動、

憲法改悪など「どう

も危ないぞ」と、不

安感、危機感を感じ

て、その時に「自共

対決」で安倍政権の暴走に正面から対決する「受け皿政党」が

消滅してしまって日本共産党が鮮明になりました。

参議院選挙の結果、全国で５１５万票（９･７％）を獲得しま

した。「苦節１５年の努力が実った」のです。この躍進は自然

に起ったものではありません。どこからか「風」が吹いて起っ

たものでもありません。この十数年、みんなで不屈の活動が積

み重なって実ったものです。

選挙結果に自信と確信にしながら、参議院選挙でつくりださ

れた影響力のひろがりと、私たちの持っている「自力」には、

まだ大きなギャップがあることを直視しなけらばなりません。

誤解や偏見があるなか日本共産党を丸ごと知ってもらう、ひざ

を突き合わせて語リ合っていくことが必要と考えます。（つづく）


